
育を論ずる人々は、時としてこれを忘れがち  

です。このことを念頭に置く必要があります。  

すなわち一一－  

・子どもに保育を受けさせることは、育児の   

一形態である  

・家族の特徴や育児から、母親と保育を受   

けている子どもの関係を予知することがで   

きる  

・家族の特徴や育児から、保育を受けてい   

る子どもの認知的並びに社会的発達を予   

知することができる   

のです。なお、「家族の特徴や育児」  

と一口に申し上げましたが、この二つは関連  

はありますが、同じではありません。家族の特  

徴には所得や婚姻状況、母親の学歴などの  

人口統計学的特徴と、母親の心理的充足度  

や態度などの心理学的特徴が含まれます。ま  

た、育児というのは、子育て環境の選択、母  

親のセンシティビテイ＊や対応、あるいは認知  

的刺激を与えるといった子育てに伴う行動や  

プロセスをさします。  

＞巨子どもの心を読み取る力、細やかな心や感受性のこと  

lはじめに   

このたび、こうして皆様にお話しすることが  

でき、大変嬉しく思っております。また、日本の  

保育問題に関心のある方々と意見を交わし、  

会場の皆様からも教わる機会をいただけるこ  

とを、とても楽しみにしております。本日は、  

米国で行われました保育研究について報告  

をさせていただきます。米国と日本の事情は  

異なりますので、私の発表についても批判的  

にお聞きいただけたらと思います。日本の家  

庭や保育者にも当てはまる研究結果とそうで  

ないものがあるということをご理解いただけれ  

ばと考えております。   

本日、私は、NICHD乳幼児保育研究ネッ  

トワークを代表してまいりました。このネットワ  

ークは全米24の病院で1991年に生まれ  

た、さまざまな背景をもつ1364人の子どもを  

長期的に調査している研究者チームです。こ  

の研究は子どもの発達に及ぼす保育の影響  

を評価するために計画されたもので、多くの  

データを収集したことにより、今回、ご報告で  

きることとなった次第です。研究調査員は10  

カ所のデータ収集地ならびにNICHDに関  

連している、いずれも著名な発達心理学者で  

あり、さまざまな概念的、方法論的な専門知  

識が結集されています。   

発表を始めるにあたり、まず最初に、保育  

を受けている子どもたちには家族がいること  

を思い起こしていただきたいと思います。保  

ll親が保育を選択する   

子どもに保育を受けさせることは、育児の  

一形態ととらえることができます。なぜならば、  

親が保育を選択するからです。親に限りない  

選択肢が与えられているわけではありません  

が、子どもが何歳になったら保育を受けさせる  

4   
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のか、何時間受けさせるのかを決めるのは両  

親です。   

図1をご覧ください。NICHDの研究結果  

によりますと、6カ月児のおよそ50％が週30  

時間以上の保育を受けており、60％以上の  

子どもたちが週10時間以上の保育を受けて  

います。この比率は、月齢を重ねるにつれて  

上昇します。生後12カ月までに、子どもの  

80％が何らかの形で、母親以外による保育  

を受けています。   

図2は、さまざまな育児形態があることを示  

しています。父親や祖父母による育児、親類  

以外による在宅保育、家庭保育、保育園での  

保育などがあり、両采削まさまざまな質の育児形  

態のなかから選択を行います。しかし、質の  

高い保育を利用できる可能性は限られていま  

す。米国の保育の質については、NICHDが  

母親の学歴、保育の種類などによって等級別  

に分類した保育の質の観察パラメーターを、  

1998年の全国家庭教育調査の対象となった  

米国の家族分布に適用し、測定を行いました。   

図3でおわかりいただけますように、保育  

士の子どもに対する積極性が強い、つまり非  

常に高い質の保育を受けている子どもたちの  

比率は、保育全体のわずか9％です。やや  

固3  

さまぎまな質の保育環境から  
穎は我が子のための保育環境を選択している  

次の4つのいすれかの傾向を持つ保育を受けている  

アメリカ在住の1健から3療までの子どもたちの割合  

■■ 保育における積極性が強い＊  

■■ 保育における積極性がやや強い  

⊂コ 保育における積極性がやや弱し1  

［：＝コ 保育における穣棲性が弱し＼   

5  
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基調報告1米国NICHD早期保育研究の成果について  

質の高い保育を受けているのは30％。そし  の低所得、長い就業時間、また、母親の就業  

て、あまり貿の高くない保育を受けているの が利点をもたらすと考えている場合に、より強  

が8％となっています。  い相関関係がみられました。  

子どもの保育を選ぶのは親ですから、家庭   保育の種類は家族の大きさ、母親の学歴、  

の人口統計学的・社会心理学的な特徴によ  家族構成、経済状態、母親の就業に伴うリス  

り、子どもが受ける保育の特徴が予知できる クについての信念に関連していました。  

といってもよいでしょう。日本社会における家  保育の質は、保育形態により異なっていま  

族的特徴は米国とは異なるかもしれません  した。在宅保育や家庭保育では、家族の所  

が、ここでは米国の研究でわかった家庭の特  得と保育の貿は正の相関関係にあります。ま  

徴についてお話しします。  た、保育園の保育では低所得層家庭と高所  

表1をご覧ください。生後15カ月の保育  得層家庭の子どもは中所得層家庭の子どもに  

を分析すると、保育開始年齢、保育時間、母  比べて、より質の高い保育を受けていました。  

親以外による保育の種類や質などに最も深く  以上のことから、家族の特徴が保育の選択に  

関連しているのは経済的要因でした。また、 関連していることがわかりました。  

母親の人間性や子育てをしながら就業するこ  

とに関する考え方も、家族が母親以外の保育  これから私が申し上げることは、皆様にも  

を選択する要因でした。生後3カ月から5カ  身近な話題だと思います。米国では、保育が  

月で母親以外による保育を受け始めた子ども  家族との交流に基づく子どもの健やかな発達  

の母親は、外交性、協調性において最も高い  を阻害しているのではないかということが  

得点を得ており、母親の就業が子どもにより  人々の関心事となっています。より具体的に  

よい利益をもたらすと信じていました。母親以  いえば、母親や父頼は次のような問いへの  

外による保育は、家族における子どもの数が  回答を求めているのです。  

少数、母親の低学歴、母親が高所得、家族   1．乳幼児保育は、子どもの母某削こ対する  

衰1  

母親以外による保育と関連する因子が可変要因に与える影響  

開始年齢 保育時間 保育の種類 保育の質  

家族の特徴  子どもの人種・民族  ＊  ＊  

母親の学歴  ＊  

同居者の有無  ＊  NA  

経済的因子  母親の所得  ＊  十  ＊  NA  

母親以外の所得  ＊  ＊  NA  

所得／生活費  NA  NA  NA  十1  

社会心理的因子  母親の性格と人間性  ＊  NA  

母親の仕事などに対する  仕事することの利点  十  ＊  NA  

考え方ととる行動  仕事することの不利な点  NA  

権威的でない  

子育てに関する信念  十  十1  

注：「十」はプラスの関係を示している。ト」はマイナスの関係を示している。「＊」は関係ガ」定でない。「1」はある場合に   
関してのみあてはまることを示す。「NA」はその組み合わせ、または可変要因が分析されなかったことを示している。  

6   
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安定した愛着もしくは母子間の相互作  

用に有害な影響をもたらすのではない  

か‘二）   

2．保育が子どもの認知発達、社会的発達、  

社会的能力並びに社会協調性につい  

て直接、間接にもたらす影響は何か？   

3．子どもに保育を受けさせる家庭は、子ど  

もの発達に及ぼす影響力が少ないの  

ではないか？   

これらの各質問について、NICHD乳幼児  

保育研究の結果からお答えしてまいります。   

資料1は、家族の所得ならびに母親の就  

業が子どもの発達によい影響を与えるという  

母親の信念を考慮した上で分析をしていま  

す。子どもが生後15カ月の時に行ったストレ  

ンジ・シチュエーションテスト（′見知らぬ人と出  

合った反応をみて母親の愛着を評価する方  

法）で、母親の愛着安定性が測定されていま  

す。   

これを見ると、母親の心理的適応性が愛  

着の安定性に関係していることがわかります。  

母親の心理的適応性が高いほど、子どもの母  

親に対する愛着安定性は高くなります。母親  

の子どもへの心理的適応性は、母親の不安  

感、落ち込み、社会性、楽しむノ［▲、、楽天性、  

協調性、信頼感、有用性、貰大性を総合して  

測定されました。   

母親のセンシティビティもまた愛着安定性に  

関係していますが、これは測定の尺度により  

ます。コールドウェル＆ブラッドレーの  

H．0．M且（面接と観察を組み合わせて構築  

した半体系的方法で、家摩で行われるテスり  

を用いてセンシティビティを測定した場合、母  

親の乳幼児に対するセンシティビティや反応が  

強いほど、愛着が安定する可能性が高くなる  

ことがわかりました。しかし、母親と子どもの  

遊びを通じて測定したセンシティビティについ  

ては、有意な影響は見られませんでした。   

保育の家族への影響をお話ししたいと思  

いますのでまず愛着における保育の影響につ  

いて見てみましょう。資料2から、保育の質  

の二つの尺度として、積極性のある保育を受  

ける頻度と積極性の強さ別にみた保育、そし  

て1週間の保育時間、保育開始年齢は愛着  

の安定性に有意な影響を与えていないことが  

わかります。この分析では、家族の特徴、母  

親の態度、親による育児を考慮しています。   

次に、保育により子どもの母親に対する愛  

着を予知できるかどうかを見てみましょう。母  

親のセンシテ′ビティが低い場合や週10時間  

以上の質の低い保育、生後15カ月以内に2  

回以上も保育形態を変えるといったことが、愛  

着不安定性の確率を高めています（表2）。  

たとえば、母親のセンシティビティと保育の質  

の双方で点数の低かった子どもたちのうち、  

愛着安定性の高い子どもの割合は44％～  

51％でした。その他の子どもたちでは、愛着   
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の安定性を示した子どもの平均値は62％で  もが母掛こ対して抱く安心感や信頼といった  

した。  ものです。一方、母子間の相互作用は、母親  

なお、母親のセンシティビティや保育の質を  が子どもの心を読み取り子どもに反応するこ  

測る際に何を基準にしていたのかをご説明し  とや、子どもの母親への思い入れといったも  

ておきます。母親のセンシティビティを測る10  のです。私たちは生後6カ月、15カ月、24  

の指標を、資料3にあげました。また、保育形  カ月、36カ月の子どもたちについて、定型化  

態については、保育者の子どもに対するセン  された母子の遊びを観察したものをビデオテ  

シティビテイ・データを収集いたしました。これ  －プに15分間収録し、母子間の相互作用の  

は、保育者が保育室全体でどのように行動す  質を評価しました。  

るかではなく、対象の子どもに対してどのよう  表3でご覧いただけますように、家計所得、  

に行動するかをみるというものです。対象とし  母親の学歴、夫婦・パートナー関係といった要  

たのは生後6カ月、15カ月、24カ月、36カ  素は、いずれも母子間の遊びにおける母親  

月の子どもたちで、1セッション44分の授業、  

2セッションからデータを収集しました。二つの  書料3  

授業は1週間程度の間隔をあけ、各セッション  
母親のセンシティビテイ  

（子どもの心を読み取る力）を測る指標  

では、毎分ごとの保育者の活動を観察し、子  

どもとの相互作用の評価も含めました。資料  2．子どもの話や溝動に反応する  

4は、毎分ごとに測定する行動頻度の尺度を  3．子どもの活動を促すが、過度に管理はしない  

示しており、資料5は評価です。非常に似通  4．子どもの興味を反映する活動をタイミングよく促す  

った行動ですが、同一のデータ収集者により  
5．子どもが充分に元気づけられていない、過度に興奮し  

ている、疲れているようなときには、ペースを変える  

異なる情幸肋叫文集されています。  6．子どもの興味、喜びを理解する  

次に、母子間の相互作用について述べた  7．積極的な情動の共有  

いと思います。以前、報道関係者に研究結果  8，適切な刺激を与え、適度な強さの幅と種類の活動を  

提供する  
を話していて気がついたのですが、一般的に  

9．悪い行為の内容に反応し、かつ子どもの理解能力、  

は愛着（attachment）と母子間の相互作用  叱責から得られる便益に見合った、タイミングをふま  

えたしつけを考慮する  
（mother－Childinteraction）の区別がされてい  

10，素直さや自主性を扱う上で、柔軟に対応：素直でない  
ないようです。これらは、別々に測定する二  ことに過度に反応することな＜、依存心を許容しつ  

っの異なる概念です。愛着というのは、子ど  
つ自主性を支える  

喪2  

愛着の安定性／不安定性の解析  

母親と保育との特に重要な関連性  

積育   
保育触  （）  

心理的適応性  

センシティビティー遊び  ＊  ＊  ＊  

センシティビティー家庭  ＊  ＊  

＊pく05  

8  
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のセンシティビティに対し、統計学的に有意な  ありました。しかし、保育時間が長くなるほど、  

ものとなっていました。つまり、母親のこれら  母親のセンシティビティは低下し、子どもとの関   

の要素の点数が高いほど、子どもに対するセ  わりが少なくなります。注目したいのは、この   

ンシティビティが高くなっていたのです。逆に、 保育時間と母親のセンシティビティの関連は生   

母親の気分的な落ち込みや子どもから離れる  後6カ月、15カ月、24カ月、36カ月のいず   

ことに対する不安感が強いほど、子どもと遊 れの時点においても明らかだったということ   

んでいる時のセンシティビティは低くなっていま  です。影響の程度は軽微もしくは中程度で、   

した。母親の子どもと積極的に関わる度合い  母親の気分的な落ち込みや子どもの気質と   

については家計所得、母親の学歴、母親の  いったものと同程度、すなわち、3分の1程   

気分的な落ち込み、子どもと離れることの不  度の影響がみられました。   

安感が関係しています。  ここまで、家族の特徴が生後15カ月時の   

また、保育の質は母子間の相互作用にお  子どもの愛着、また、生後3年間の母子間の   

ける母親のセンシティビティと正の相関関係が  相互作用に関連していることを見てまいりまし   

た。家族の影響は、保育の影響よりも大きか   

。R。巨定尺度  
つたわけです0   

頻度：  
♯料5   

■積極的僧動の共有  
積極性のある保育のORCE評価   

｛積極的なスキンシップ   

■発声や子どもの話に答える  クルとし眉価は各サイクル終了時   

■子どもへ彿櫨的に話しかける  
■自由なコミュニトションに対する   

■子どもへ間し1かけをする  センシティビテイ／反応速度   

■その他子どもに話しかける  ■刺激   

●認知発達の刺激／学習能力を身につけさせる  ■積極的な関心   

■行動を催す  ■無関心放任   

■お互いに交流のやり取りをする  ■平坦な情動   

■否定的／相乗的行為（またはその逆）  ■干渉（36カ月自）   

■子どもに否定的態度で話しかける（またはその逆〉  ■探究心の育成（36カ月日）   

●子どもの観察／子どもにかまけない／変化（または  構成要素は、保育の全体的な質を評価するための格   

その道）  付けとなっている   

喪3   

家庭と保育に関しての予知因子と、子どもが遊ぶ際の母子間の相互作用との関係  

予知因子  サンプル  母親のセンシティビティ  子どもと積極的に関わる度合い   

所得  全体  ＊＊（十）  ＊（十）   

…  ＊   

堅＿的な薙ち込み  
夫婦関係  ク  ＊叫（十）  ∩．S 

子どもからの分離による不安  ク  輌（－）  ＊（一）   

保育 時間  
全体  輌（－）  帥（－）   

飼葉例  ＊（十）  ∩．S 

＊三Pく05 ＊＊＝Pく01＊＊＊＝Pく001   
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それでは、親たちが抱く2番目の問いにつ  題行動について関連が見られました。子ども  

いてです。子どもの認知発達、社会的能力な  の社会的適応性、問題行動についての母親  

らびに社会協調性について、保育が直接、 からの報告は蓑5には示されていませんが、  

間接にもたらす影響はなんでしょうか？私た  分析結果には含まれています。  

ちは、生後3年間に受ける保育の経験と子  分析でわかったのは、認知的ならびに社会  

どもの認知的ならびに言語的発達、就学レデ 的発達のいずれについても、家族の特徴が  

イネス、問題行動、素直さ、友達関係の関連  一貫して子どもの発達に関係していたという  

について分析を行いました。  ことです。一方、保育の回数などの保育の持  

表4は認知発達の結果を示しています。生  徴と子どもの発達結果はそれほど合っていま  

後24カ月および36カ月時における発達桔  せんでした。統計上有意な保育の特徴による  

果は、認知ならびに言語的領域に認められま  影響があったとしても、それらは家族の特徴よ  

した。また、表5は社会的分析です。結果は、 り度合いが小さいのです。つまり、保育の特  

保育時の非従順性、保育者の報告による間  徴よりも家族の特徴の方が、子どもの発達結  

喪4  

生後24カ月と36カ月における家族と保育に関する予知因子と認知発達との関係  

生後24カ月  生後36カ月  

予知医l子  ＝   就学レディネス言語表現語彙頼ロニ「  

MD轡2開餃3．    （byBracken）（byReynel）（byReyneFl）  

家族  母のPPVT酎   ＊（十）  ＊（十）  ＊（十）  ＊（十〉  

所得   ＊（十）  ＊（十〉  ＊（十）  

家庭の賞   ＊（十）  ＊（十）  ＊（十〉  ＊（十）  ＊（十）  

妊娠時の胎児への刺激  ＊（十）  ＊（十）  ＊（十）  ＊（十）  

保育の賞 保育園に預けている回数  ＊（十）  ＊（十）   ＊（十）  ＊（＋〉  ＊（十）  ＊（十）  

家庭保育の回数   ＊（十）  ＊（十）  

モデル1：積極性のある保育   ＊（十）  ＊（十）  ＊（十）  ＊（十）  ＊（十）  

モデル2：言語的な刺激   ＊（十）  ＊（十）   ＊（十）  ＊（十）  

＊＝P＜．05 ＊＊＝P＜．01＊＊＊＝P＜．001  ※1PPVT：Pe∂bodyPfctureVocabularyTest  
擦2 MDF：MentaFDeveopmentndex  
※3 CD：CorTImunicativeDevelopmentlrlVentOry  

表5  

生後24カ月と36カ月における家族と保育に関する予知因子と、自己統制九従順さ、開票行動との関係  

予知因子  
保育時に従順でない  問題行動（保育者の報告による）  

生後24カ月   生後36カ月  生後24カ月  生後36カ月  

家族 所得  ＊（－）  

母親の適応性  ＊（－〉  ＊（－）  

マザーリング  ＊＊（－）  輌＊（－）  

選至＿ 暮  ＊＊（十）  

開始年齢  ＊（十）  

質  ＊＊（一）  

保育の鼻件が安定している  ＊（＋）  

グループケアの集件が安定している    ＊＊（－）  ＊＊（－）  

＊＝P＜．05 ＊＊＝Pく01＊＊＊＝P＜．001  
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果をよりよく説明していたということです。   

それでは、親たちの3番目の問いかけに  

進みます．。3番目の疑問は、母親が子育てを  

している場合と長時間保育を受けさせている  

場合とで、子どもの発達は違うのかということ  

です。この間いかけに対し、二つの子どもた  

ちのグループを比較しました。母親がほとんど  

全面的に世話をしている子どもと、長時間保  

育を受けている子どものグループです。   

母親がばとんど全面的に世話をしている子  

どもとは保育時間が平均週10時間未満、長  

時間保育を受けている子どもとは保育時間が  

週30時間を超えるものとしました。24カ月児  

については、母親による全面的育児は164  

名、保育を受けている者が184名。また、36  

カ月児では母親による全面的育児は127  

名、長時間保育を受けている者が147名で  

した。なお、家族の特徴については人口統  

計学的特徴、社会心理学的特徴、人間関係  

の三つを取り上げました。資料6は、家族の  

特徴を示しています。子どもの発達度合いに  

ついては、生後24カ月、36カ月時に評価を  

行い、認知的・社会的発達の領域を検討しま  

した。また、資料7には、生後24カ月および  

36カ月時における子どもの特徴を示しました。   

私たちは二つのグループについて、家族の  

特徴と子どもの発達結果についての相関関  

係が異なっているかどうかを調べ、その相違  

が偶然によるものではないことを結論づけよ  

うとしました。結果は、生後24カ月、36カ月  

いずれの月齢時においても、家族の特徴と  

子どもの発達結果のマトリックスに充分な相違  

は見られませんでした。  

川 まとめ   

これまでの発表を要約させていただきま  

す。子どもにいつから保育を受けさせるかに  

ついてや週何時間ぐらい一受けさせるか、また、  

保育の種類や質についての決定は家族が行  

います。これらの決定を導くのはおもに経済  

的な要因ですが、母親の心理的特徴も影響し  

てきます。   

表6に本研究の第一段階の研究成果をま  

とめました。家族の特徴や親による育児は、  

乳幼児の母親に対する愛着や母子関係、子  

どもの社会的能力、問題行動、言語的発達お  

よび就学レディネスと重要な関連性がありま  

す。家族の特徴ならびに実射こよる育児は子ど  

もの発達結果に一員して関連しますが、保育  

の特徴は必ずしもすべてとは関連しませんで  

した。さらに、家族の特徴や親の育児による  

影響の方が、保育の影響よりも大きくなってい  

資料7  

子どもの示す特徴  

生後24カ月   

精神的発達（RevisedBay更ey）   

社会的能力（Adapt7veSociaIBehaviorFnventory）   

間悪行動（ChildBeh∂ViorCheckist〉  

生後36カ月   

就学レディネス（Bracken〉   

言語表現（Reyn副）   

聞き取りのための語彙（Reyner）   

社会的能力（AdaptiveSocialBehaviorInventory）   

問題行動（ChildBehaviorCheckist〉   
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ます。最後に、家族の人H統計学的特徴、社 質疑応答／〉／〉／ン〉／〉／〉／ン〉／）／〉／ン〉／〉／〉てン〉′〉／〉  
会心理学的特徴、人間関係といった特徴に  

おいて、母親がばとんど全面的に世話をして  質問：米国では父親がよく育児をすると間  

いる子どもと長時間保育を受けている子ども  きますが、父親による育児を受けた子ども  

の間に大きな差異は見られませんでした。 たちに関する情報や統計はありますか？  

lV結論  フリードマン博士：大変よいご質問で、この  

点に関する情報を出せたらと思っています。  

以上の研究結果から、子どもは乳幼児段階  ちょうど『家族心理学ジャーナル』6月号で、  

においては、母某削こよる全面的な育児を受け  子育てにおける父親の関わりや遊びのなか  

ているか、保育を受けているかにかかわらず、 での父親の子どもに対するセンシティビティに  

家族の特徴や母親の行動、母性の属性が子  ついての論文を発表したばかりですが、父親  

どもの認知的発達ならびに社会感情の発達  の関わりもしくはセンシティビティと子どもの発  

に重要であることがわかります。また、保育の  達の関係を研究するにはまだいたっておりま  

経験、とくに保育の質は、度合いは小さいも  せん。  

のの子どもの発達に一員して影響をもたらし  

ます。さらに、母子間の相互作用が影響する  質問：母親のセンシティビティが子どもの  

ことを裏付けるものがいくつかみられます。た  発達に大きく影響するとのことでしたが、  

とえば、母親に子どものノトを読み取る力が充  母親のセンシティビティを決定する要因は  

分になく、子どもも質の低い保育を受けてい  なんなのでしょうか？  

る場合、愛着の不安定性に関連している可  

能性が高いといえます。結論としては、（統計  フリードマン博士：ご質問に直接お答えする  

上の数字には影響しない）例外的データはあ  前に申し上げておきたいのですが、私たちは、  

りましたが、母子相互作用に関して、母親以  母親のセンシティビティが子どもの発達結果の  

外による長時間保育で家族の影響が減少す  すべての要因とは見ていません。概念的に理  

る（変化する）ことはありません。  由付けができる場合のみ、母親のセンシティビ  

表6  

棄一段階における研究成果  
（家族及び子どもの変数をすべて考慮したうえでの結果）  

愛着   
保育時に  

親子関係   従順でない   問題行動  認知発達と 就学レディネス  言語発達  

家族   十   十   十   十   十   十  

保育の貫   十   十   十  

保育の王   

保育の種類  十   十  

保育の安定性必   l  

※安定性とは保育の施設サ人を変えないこと   十一員した影響  1何らかの集件下での影響  
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ティと子どもの発達の関係をみたのです。貝  

体的には、母親のセンシティビティと乳幼児の  

母親への愛着、母親のセンシティビティと子ど  

もの依存心、社会的能力、問題行動の関係  

を調べたわけです。これは、母采引こよる認知  

的刺激の方が、より適切な要因であると考え  

たからです。   

ご質問への直接的なお答えですが、私たち  

は母親のセンシティビティを定義づける観察シ  

ステムを、．非常に注意しながら使っていきまし  

た。発表のなかで、母子間の相互作用を評価  

する際に見る母親の行動を示す資料をご紹  

介したと思います（資料4）。また、コールドウ  

ェル＆ブラッドレーのH．0．M．E．によるセンシテ  

ィビティの評価も行いました（資料1）。ただ、  

現在までのところ、母親のセンシティビテ／Iを決  

定する要因についての研究は行っておりませ  

ん。   

思うに、、子どもの要求に敏感に反応するか  

どうかを決める母親の意識、ならびに子どもの  

発達における母親のセンシティビティが重要だ  

という母親の認識、この二つが、女性と幼い  

子どもたちとの相互作用におけるセンシティビ  

ティを決定する上で大切な要素だと思います。  

心を充分に読み取ることができない、もしくは  

センシティビティを表現する充分な機会がない  

のではないか。そして、母親から充分に心を  

読み取ってもらえなかった子が大きくなって子  

どもを産んだ時、幼児の心を読み取るという  

知識がないまま菓那こなってしまうのではない  

かということを心配されているのですね。   

私たちの研究では、対象児童のほとんどが  

保育を受けていました。母親は子どもとのふ  

れあいの時々において、センシティビティを示  

しています。本日お話ししましたように、母親  

のセンシティビティと子どもの発達には関係が  

あることがわかりました。母親のセンシティビテ  

ィが高いほど、子どもの愛着安定性が高まり  

ます。センシティビティが強いほど、子どもの社  

会的能力は高まり、問題行動を示す可能性  

が低くなるのです。ですから、保育を受けて  

いる子どもたちの母親も、子どもたちにセンシ  

ティビティを示すことはできるわけです。   

しかし、これらの母親が毎日、どの程度の  

時間、子どもたちの心を読み取ろうとして関わ  

りをもっているのかはわかりません。また、セ  

ンシティビティを次の世代に引き継ぐのに、ど  

の程度のセンシティビティによる相互作用が必  

要なのかもわからないのです。ご説明するだ  

けのデータはありませんが、母親が働いてお  

り、子どもに保育を受けさせていても、母親が  

子どもの心を読み取ろうと行動する機会は充  

分にあります。そして、世代を超えてセンシティ  

ビテ1を引き継ぐのに充分な母子間の相互作  

用があるとも考えています。   

質問：小児科医をしております。私は働く母  

親たちの子どもが結婚して子どもを持った  

時、どんな子育てをするのか心配をしてい  

ます。母親が子どもの時に充分な愛情を受  

けていなければ、自分に子どもが生まれた  

時に不安を抱くのではないでしょうか。こ  

うした世代間の愛情の引き継ぎについて  

の情報はお持ちです力㌔  

フリードマン博士：母親がフルタイム、あるい  

ほパートで仕事に就いている場合、fどもの  

2†  
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蜜  

、一●、  

・、   

私の旧友であるNICHD（米国・国立小児保健・人間発達研究所）の  

CenterfbrResearchfbrMotherandChildrenのDirector、Dr．Sumner  

Yaffeにいただいた資料のなかにNICHDが一般向けに公表したRobin  

Peth－Pierceによる“TheNICHDStudyofEarlyChildCare”（乳幼児保  

育に関するNICHDの研究）というパンフレットがあり、有益な資料と考え  

たのでNICHDの許可を得て、ここに全訳を発表することにした。21世  

紀は、母親単独による子育ては少なくなり、母親・父親、そして保育者が  

チームを組んで行う子育てが中JL、となろう。以下、ここに全文を紹介し、そ  

のような問題を考える参考としていただくとともに、それぞれの立場からよ  

りよい子育てのあり方を確立する運動をしようではないか。   

なお、翻訳にあたっては、以下のことに留意した。まず、わが国では、  

「保育」は施設などにおける集団的な子育てをさし、家庭での親なりによ  

る「育児」とは区別されている。英語ではそれがなぐ‘childcare”一つで  

ある。その点、翻訳にあたっての区別が困難であった。また、“interaction”  

は相互作用と訳したが、母子間の行動のやりとりであって、平たい言葉で  

言えば「ふれあい」である。“SenSitive”は、子どもの心を読み取る感受性  

の強いことを意味すると考えられるが、平たく言えば「細やかな心」「優し  

い心」「デリケヰな心」であろう。“earlychildcare”をどう訳すか考えたが、  

→応「乳幼児保育」とした。また、“in－homecaregiver”は子どもの家庭  

を訪問し子育てする者によると考え「在宅保育」、“Child care home  

provider”は自分の家に子どもを預かり子育てする者によると考え「家庭  

保育」、“Center－basedcare”は制度的に認められた施設での子育てと考  

え「保育園による保育」とした。なお、文中内容の重複する部分は削除し  

た。  
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